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よ
う
と
す
る
事
業
者
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
産

業
省
で
は
一
部
事
業
の
認
定
取
り
消
し
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
調
達
価
格
が
全
国
一
律
で
設
定
さ
れ
た

た
め
、
土
地
の
安
価
な
地
域
に
計
画
が
集
中
し
、
特
に

北
海
道
で
は
電
力
需
要
が
最
大
で
も
五
五
〇
万
㌗
程
度

で
あ
る
の
に
対
し
、
太
陽
光
発
電
の
認
定
設
備
が

二
二
二
万
㌗
（
運
転
開
始
容
量
は
一
五
万
㌗
）
に
達
し
、

北
海
道
電
力
は
二
〇
一
三
年
四
月
に
大
規
模
太
陽
光
発

電
の
受
入
容
量
が
限
界
に
達
し
た
と
公
表
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
量
の
多
さ
と
発
電
コ
ス

ト
が
比
較
的
安
い
こ
と
か
ら
導
入
拡
大
が
期
待
さ
れ
て

い
る
風
力
発
電
は
、
認
定
容
量
で
九
〇
万
㌗
そ
し
て
運

転
開
始
容
量
で
七
万
㌗
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
認
定
容
量
も
、
中
小
水

力
発
電
で
一
三
万
㌗
、
地
熱
発
電
で
四
、六
八
一
㌗
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
で
七
〇
万
㌗
に
止
ま
っ
て
お
り
、
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
な
事
業
開
始

の
目
途
の
立
っ
て
い
な
い
事
業
者
や
不
当
な
利
益
を
得

よ
う
と
す
る
事
業
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
基
準

を
満
た
さ
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
認
定
取
り
消
し
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
再
発
防
止
の
た
め
、

将
来
的
に
は
認
定
手
続
き
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
可
能

課
題
解
決
に
向
け
て

同
取
り
ま
と
め
に
基
づ
い
た
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
法
案
が
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
午
前
中
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
東
日
本
大
震
災
以
降
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
に
も
影
響
を
受
け
、
同
法
案

は
買
取
価
格
や
価
格
の
決
定
過
程
等
に
つ
い
て
大
幅
な

修
正
を
受
け
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
成
立
し
た
。
し
か

し
買
取
価
格
・
期
間
を
定
め
る
調
達
価
格
等
算
定
委
員

会
の
人
選
等
の
混
乱
に
よ
り
詳
細
制
度
の
検
討
開
始
が

遅
れ
、
よ
う
や
く
二
〇
一
二
年
六
月
に
詳
細
制
度
が
決

定
、
二
〇
一
二
年
七
月
に
施
行
が
開
始
さ
れ
た
。

　

同
法
の
施
行
後
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
末
時
点
で
二
、

七
九
七
万
㌗
も
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
が
認
定

性
が
あ
る
。

　

風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
北
海
道
及
び
東
北
電

力
に
多
い
が
、
連
系
容
量
を
増
や
す
に
は
、
適
地
近
辺

の
送
電
系
統
の
脆
弱
性
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ

れ
ら
地
域
の
系
統
増
強
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

両
地
域
で
風
力
発
電
及
び
太
陽
光
発
電
の
導
入
量
が
拡

大
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
電
源
が
自
然
条
件
で
変
動
す
る

と
い
う
性
質
を
持
つ
た
め
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
維
持
を
果

た
す
に
は
よ
り
系
統
規
模
の
大
き
な
東
京
電
力
の
調
整

能
力
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
間
連
系
線
の
増

強
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
系
統
増
強
費
用

は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
地
域
内
送
電
線
で
二
、七
〇
〇 

億
円
程
度
、
そ
し
て
北
本
連
系
線
等
で
九
、〇
〇
〇
億

円
程
度
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
特
に
地
域
内
送
電
系
統

の
増
強
は
通
常
で
あ
れ
ば
両
地
域
の
託
送
料
金
に
転
嫁

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
広
く
国
の
政
策
目
的
に
適
う

投
資
で
あ
り
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
費
用
負
担
を
行
う
か

が
課
題
で
あ
る
。

　

更
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
普
及
拡
大
に
向

け
、
洋
上
風
力
発
電
を
新
た
に
対
象
と
す
る
こ
と
や
、

中
小
水
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
活
用
等
、
新
し

い
分
野
の
開
拓
に
関
す
る
議
論
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
熱
発
電
開
発

に
お
け
る
自
然
公
園
法
の
緩
和
や
、
国
有
林
野
の
使
用

の
緩
和
や
系
統
情
報
の
公
表
の
考
え
方
の
明
確
化
等
、

を
受
け
、
六
四
五
万
㌗
が
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。
全

国
の
電
気
事
業
用
発
電
設
備
の
認
可
出
力
が
二
〇
一
三

年
十
二
月
末
時
点
で
二
億
三
、二
八
六
万
㌗
で
あ
る
の

で
、
大
量
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
短
期

間
に
認
定
を
受
け
、
運
転
を
開
始
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

国
内
の
太
陽
光
発
電
産
業
の
育
成
と
い
う
観
点
も
あ

り
、
太
陽
光
発
電
の
調
達
価
格
が
四
二
円
／
㌗
ｈ
に
設

定
さ
れ
た
こ
と
で
特
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
等
の
一
〇
㌗
以
上

の
太
陽
光
発
電
設
備
が
全
体
の
認
定
容
量
の
八
六
％
に

達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
認
定
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
設

備
に
は
発
電
用
の
土
地
・
設
備
を
確
保
し
な
い
ま
ま
認

定
を
受
け
、
事
業
開
始
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
も
の

や
、
パ
ネ
ル
価
格
の
下
落
を
待
っ
て
不
当
な
利
益
を
得

各
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
置
に
係
る
規
制
緩
和

や
制
度
整
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
価
格
が
二
〇
一
一
年

十
月
〜
十
二
月
期
に
四
六
・
八
万
円
／
㌗
で
あ
っ
た
も

の
が
、
二
〇
一
三
年
十
月
〜
十
二
月
期
に
は
三
八
・ 

五
万
円
／
㌗
に
ま
で
下
落
す
る
等
、
太
陽
光
発
電
の
分

野
で
固
定
価
格
買
取
制
度
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
言
え
る
。
今
後
は
国
民
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

こ
う
し
た
成
果
が
前
述
の
規
制
緩
和
等
の
各
種
取
り
組

み
に
よ
り
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
も
波
及

す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
然
条
件
に
よ
り
出
力
が
変
動
す
る
風
力
発

電
及
び
太
陽
光
発
電
の
導
入
量
が
大
き
く
増
加
し
た
場

合
、
出
力
情
報
の
把
握
や
予
測
精
度
の
向
上
、
広
域
的

需
給
調
整
と
必
要
な
調
整
能
力
の
確
保
等
、
系
統
の
安

定
運
用
に
向
け
た
課
題
も
あ
る
。
特
に
需
給
調
整
能
力

に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
で
も
風
力
発
電
及
び
太
陽
光
発

電
の
導
入
量
が
全
体
で
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
等
、
少
数

の
国
・
地
域
に
止
ま
っ
て
お
り
、
国
際
的
に
も
一
定
の

考
え
方
は
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
待

っ
て
分
析
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。
こ
う
し
た
系
統
側
の
技
術
開
発
面
も
今
後
は
重

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
九
年
九
月
に
民
主
党
連
立
政
権
発
足
に
伴
い
、

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
全
量
買
取
方
式
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
固
定
価
格
買
取
制
度
の
導
入

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
〇
九
年
十 

一
月
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
検
討
が
開
始
さ

れ
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
制
度
の
大
枠
の
取
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
詳
細
制
度
設
計
が
議
論
さ
れ
、

二
〇
一
一
年
二
月
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量

買
取
制
度
に
お
け
る
詳
細
制
度
設
計
に
つ
い
て
」
と
い

う
買
取
制
度
小
委
員
会
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

固
定
価
格
買
取
制
度
の
導
入
と
現
状

再
生
可
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ギ
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